
　あなたは「答えを知っている」ことと「理解している」ということは
一緒だと思いますか？一見同じように思いますが、実は全然違うのです。

　今の時代は分からないことがあっても、調べればすぐに答えが分かる
便利な時代です。でも調べてすぐに知った答えは、すぐに忘れてしまい
ますし、分かったつもりになっているだけの場合が多いのです。

　逆に自分で苦労して調べたり体験したりして分かった答えは本当に理解
できますし、忘れることもありません。

　今から 50 年以上前に、生徒に実際に差別を体験させ、差別とは何かを
理解させるという伝説的な授業をされた先生がいました。

　「差別はダメだ」と頭で知っているだけより、実際の体験によって、心
でそう感じることのほうが、本当に理解したということなのです。
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「学校は物事を教え、導くところです。大切なのは

　　学校で得たものを使って、個々が自ら学ぶことです。」
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興味があればぜひ一度、この動画をご覧ください。
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などで検索すれば動画が見つかります。
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